
　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故から3年8カ
月が過ぎ、今なお福島県においては約12万人もの人が避難生活を余儀
なくされています。震災等により、避難された方を支援するため福島県
内29市町村社会福祉協議会に生活支援相談員を配置し、応急仮設住
宅や借上げ住宅等への訪問による見守り・相談等の個別支援や、サロ
ン等開催による地域支援活動を行っているところです。
　現在は、復興（災害）公営住宅や再建した住宅等への住み替えも
徐々に進むなどしていますが、一方では新しいコミュニティの構築や生
活面でのめどがたたず応急仮設住宅で暮らす方への支援などが新た
な課題として生じてきています。
　そこで今後どのような支援が必要となり、どのような支援活動に取
り組んでいかなくてはならないのかを考える趣旨で開催いたします。

～未来のふくしまのために～

ふくしまの
避難者生活支援の
これからを考えるセミナー

講師　天野和彦氏

基 調 講 演 「ふくしまの避難者生活支援のこれから」

福島大学うつくしまふくしま
未来支援センター特任准教授

社会福祉法人福島県社会福祉協議会　地域福祉課生活復興VC　橋本
電話 024（522）6543　FAX 024（522）6546　E-mail:toukatsu.f＠gmail.com担当

平成26年 12月19日（金）13：00～15：45日 時

ビッグパレットふくしま（1階コンベンションホールＢ）会 場

社会福祉法人福島県社会福祉協議会主 催

福島民報社・福島民友新聞社・ラジオ福島後 援

福島県社会福祉協議会までＦＡＸにて、12月５日㈮まで
申込をして下さい。

参加申込

参加費無料
定員
150名
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受　付

開　会

挨　拶
　社会福祉法人福島県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　常勤副会長　古川　雅之

基調講演
「ふくしまの避難者生活支援のこれから」
～ふくしまの避難者を取り巻く現状・課題・支援～
　講師　福島大学うつくしまふくしま未来支援センター
　　　　　　　　　　　　　　特任准教授　天野　和彦 氏

休　憩 （5分程度）

パネルディスカッション
「ふくしまの避難者生活支援のこれからを考える」
【パネリスト】
　双葉町社会福祉協議会
　　　　　　　　　 チ－フ生活支援相談員　林　　利久 氏
　いわき市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　生活支援課長　　　佐藤　裕之 氏
　まちづくりＮＰＯ新町なみえ
　　　　　　　　　　　理事長　　　　　　神長倉豊隆 氏
　福島県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　地域福祉課長　　　関　　靖男
【コーディネーター（進行役）】
　福島大学うつくしまふくしま未来支援センター
　　　　　　　　　　　特任准教授　　　　天野　和彦 氏

質疑応答

閉　会
出身地／埼玉県
入　社／2003年入社、埼玉県出身
趣味は体験型の旅行・温泉めぐりや茶道など
主な出演番組は、
●ニューシニアマガジン 大和田新のラヂオ長屋
●心ひとつに3.11 ふくしまの絆ステーション　
●ハートフルトーク鳥居をくぐれば
●詩の礫～和合亮一のアクションポエジィ

など 

基調
講 演

天野和彦 氏
福島大学うつくしまふくしま
未来支援センター 特任准教授

総合
司会

山地美紗子 氏
株式会社 ラジオ福島 アナウンサー

【総合司会】
　　株式会社ラジオ福島　アナウンサー　山地美紗子 氏

プロフィール

1959年生まれ、会津若松市出身。福島県職
員として、社会教育や生涯学習の推進に携わ
る。
東日本大震災時には、県内最大規模の避難
所である「ビッグパレットふくしま避難所」の
県庁運営支援チーム責任者として運営に携
わる。その後、おだがいさまセンター（富岡町
生活復興支援センター）長を務める（2014
年3月まで）。2012年4月より現職。被災者
の生活支援、コミュニティ形成のための支援
活動を行っている。

プロフィール
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